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目的語にかかる PredicateAppositive 

中間敬犬

I. は じ めに

Predicate Appositive (叙述同格語）とは Curmeの用語I)である。叙述

同格語は文の主語にかかる場合2)だけではなく，文の目的語にかかってい

ると考えられる場合がある。例えば，英語商業通信文で「～を同封して送

付する」の意を，過去分詞 enclosedを用いて次のように書くことがある。

a-1 Enclosed we are sending you our invoice for the mohair rugs 

ordered on 5th January. 

-L. Gartside, Model Business Letters, p. 122 

本用例の過去分詞 Enclosedは「同封されている」の意を強調するために

文頭におかれている”が，同文は本来 weare sending you our invoice 

1) George 0. Curme, Syntax, pp. 30-32, 6 C. Predicate Appositive参照。

2)拙稿「主語にかかる PredicateAppositive」『関西大学商学論集』第42巻第 6号

(1998年2月） pp. 163-181参照。

3) Our invoice is enclosed (attached). における，本来， be動詞に続く受動態の過去

分詞 enclosed(attached)を，強調のためや，主部が修飾語句のために長く，頭でっ

かち (top-heavy)の文になるのを避けるために，倒置して文頭におき Enclosed

(Attached) is our invoice. とする場合がある。本用例も，現代英語では，簡単にし

てEnclosedis our invoice for. .. と書くところである。 cf.1. Our invoice number 

B 832 is enclosed covering the polyester shirts ordered on 13 August. -L. 

Gartside, Model Business Letters, 4th edition, p. 70→ Enclosed is our invoice 

number B 832 covering . . . 2. Enclosed is a bill of lading, consular invoice, 
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enclosed4>と解される。すなわち， enclosedは他動詞 encloseの過去分詞形

の形容詞として，同文の述語動詞 aresendingの目的語である ourinvoice 

にかかっている。換言すると， enclosedは主語の weがyouにourinvoice 

を送付する (aresending)際の目的語 ourinvoiceの相並行する様態を補

足的に叙述している語で， PredicateAppositive (叙述同格語）であるとい

うことになる。

本小論においては， PredicateAppositive (以下， PAと省略する）が文

の目的語にかかっていると考えられる場合，どのような語が文中で目的語

を修飾する PAとして働くのかについて現代英語の用例を通して考察をお

こない，英文に頻出する PAの本質を明らかにしたい。

II. 目的語にかかる PAとしての過去分詞

先ず，用例 a-1に引き続き，過去分詞が形容詞として文の目的語に補足的

にかかって PAとして機能している場合について考察することにしよう。

certificate of insurance and our invoice relating to a consignment of fibreglass 

wash basins for shipment by SS Tigris to Mr Faisal Ashkar of Bahrain. -Ibid., 

p.267特に，本例のように主語が長い場合は，文がtop-heavyになるのを避けるた

めに， Enclosedis (are) ... のように倒置するのが普通である。また， 1の場合も，

Enclosedで始まる書き換え文の方が，主語にかかる covering... という修飾語句が

主語の直ぐ後におかれるので，より良い文になると言えよう。

4) 「～を同封の上送付する」「～を同封する」は，現代の商業通信文においては，次

の用例が示すように， weare sending (you) herewith ... ; we are enclosing ... のよ

うに言い表すのがより普通である。 cf.We are pleased to have your enquiry and 

are sending you herewith the price-list requested. -F. W. King and D. Ann Cree, 

Modern English Business Letters, p. 37; In the meantime, we are enclosing an 

illustrated catalogue of our plastic goods, and also details of our terms and 

conditions of sale. -L. Gartside, Model Business Lette冗， 4thEdition, p. 32; 
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a-2 Enclosed you will find our quarterly statement, which includes 

this latest transaction. 

-Gordon Drummond, English for International Busi-

ness, p. 59 

本用例の過去分詞 Enclosedも， a-1の場合と同じく，強調のために文頭

におかれている。両文とも，動詞の目的語が invoiceや statementという同

封物であることからわかるように，「～を同封している」「～が同封されて

いる」の意を表しているが，それぞれ視点が異なる，すなわち，一人称複

数の weが主語になっている weare sending you ... と，二人称複数の you

が主語になっている youwill find ... の違いである。いずれにしろ，本文も，

本来， Youwill find our quarterly statement enclosedのことであると解

され，過去分詞 enclosedは，動詞 findの目的語 ourquarterly statement 

に形容詞として補足的にかかって叙述する語で， PAであるということに

なる。しかし， Enclosedを文頭以外の位置におくとすれば，同文には動詞

findの目的語 statementに， whichincludes ... という修飾語句が続くの

で，次例に倣って，目的語の前において Youwill find enclosed our quar-

terly statement, which ... とすることになろう。

a-3 You will find enclosed our Credit Note for£51 10s. Od., which 

puts the accounts straight. 

-Ibid., p. 61 

本用例も既に考察した用例と同じく，本来は， Youwill find our Credit 

Note enclosedであると解されるが，動詞 findの目的語 ourCredit Note 

に修飾語句の for... が，さらに，金額に which... が続くので，過去分詞の

enclosedは目的語の前におかれている。同じことが用例 a-1についても言

えよう。すなわち， a-1の目的語 ourinvoiceには forthe mohair rugsと

いう修飾語が続き，さらに，...rugsには orderedon 5th Januaryという

修飾語が続くので， enclosedをこれらの修飾語の後におくと，目的語の our

invoiceから離れすぎる。従って，同語は文尾ではなく，文中におかれ We
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are sending you enclosed our invoice for ... とすることになる 5)。もちろ

ん， a-1, a-2の用例に倣って enclosedを強調のために文頭において En-

closed you will find our ... のようにすることも可能である。いずれにし

ろ，過去分詞 enclosedは，主語youが目的語の名詞 ourCredit Noteを

findする際の our... の相並行する状態を補足的に叙述している。従って，

enclosedは目的語の ourCredit Noteにかかる PAであるということにな

る。

a-4 Enclosed please find a cheque covering such expenses as all this 

may mcur. 

-Truman Capote, Other Voices, Other Rooms, p. 10 

用例 a-2のEnclosedyou will find our quarterly statement ... を，本用

例に倣って Enclosedplease find our ... 5lと書くこともできるが，いずれ

5)ただし，目的語に修飾語句が続かない Enclosedyou will find our pro forma 

invoice, and ... -Gordon Drummond, English for International Business, p. 55の

用例においては， Youwill find our pro forma invoice enclosedのように， enclosed

を文尾におくことが可能である。また， enclosedにwiththis letterのような修飾語

句が続く場合も Youwill find enclosed with this letter a sample of ... -F. W. 

King and D. Ann Cree, English Business Letters, Revised by David O'Gorman, p. 

32のように enclosedwith ... は文尾ではなく文中におき，目的語の asample of ... 

を強調位置である文尾におくのが普通であろう。

6) 同表現は，主として米国のビジネス・コミュニケーションの研究書に．避けるべ

き陳腐な表現の一つとして挙げられているが．現代の英語商業通信文に相変わらず

散見される。例えば，下記の書では TriteExpressionsの一例として enclosedplease 

findを挙げenclosedisに書き換えなさい． としている。 HertaA. Mruphy and 

Charles E. Peck, Effective Business Communications, Third Edition, p. 36参照。

また，次の書も， Enclosedyou will find suggested specifications for ... や You

will find this information enclosed. の用例を挙げ，それぞれ， Enclosedare some 

suggested specifications ... や Thisinformation is enclosed. Enclosed is this 

information. に書換えるように勧めている。 JohnP. Riebel, How to Write Success-

Jul Business Letters, p. 247参照。また， Janisはenclosedplease findについて．

stereotyped letter phraseとし Iam enclosingや enclosedisとする方がより普通

の表現である．としている。 J.Harold Janis, Modem Business Language and 

Usage in Dictionary Form, p. 142参照。
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の場合も，過去分詞の Enclosedは他動詞findの目的語を補足的に叙述し

ている PAである。すなわち， Pleasefind a cheque enclosedということ

である。しかし， achequeには covering... という修飾語句が続くので同

語を文頭以外におくとすれば，文尾ではなく，次例のように，目的語の前，

すなわち，文中において Pleasefind enclosed a cheque covering ... とす

ることになろう。

a-5 Please find inclosed a copy of a letter that was published in The 

Economist in July this year explaining our use of the word billion. 

同文は，英国の TheEconomist誌 ResearchDepartmentから筆者に宛

てられた手紙 (1990年 9月14日付）の中の一文である。注 6)で述べてい

るように， Pleasefind enclosed ... や Youwill find enclosed ... は，現代

の通信文にはふさわしくない陳腐な表現で避けるべきであるとされている

が，用例にあるように今日でも散見される。既に考察した場合と同じく，

同文の過去分詞 inclosedは，目的語の acopy of a letterにthatwas 

published ... の修飾語句が続くので文尾ではなく，同語の前，すなわち，文

中におかれている。もちろん， a-4に倣って，過去分詞 inclosedを強調のた

めに文頭において Inclosedplease find a copy of ... とすることも可能で

ある。結局，形容詞としての過去分詞 enclosed(inclosed)の文中における

位置としては，文頭，文尾，文中の 3位置があることになろう。

a-6 Clemenceau was a tough, determined, and skillful politician. He 

was also a vengeful old man, who had seen much of France 

ruined, the flower of French manhood consumed in the horren-

dous war, and who could personally remember the harsh peace 

terms that Germany had imposed on his country after the Franco 

-Prussian War. 

-World War I, reviewed by Robert D. Ramsey III 

(The Academic American Encyclopedia, Electronic 

Version, 1995) 
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本用例の過去分詞 ruinedも，基本的には，用例 a-1-a-5における過去分

詞 enclosed(inclosed)の場合と同じである。本文は，結局， hehad seen 

much of France ruinedということであり，過去分詞の ruinedは，主語

のheが目的語の muchof Franceを見た (hadseen)際の目的語の相並

行する様態を補足的に叙述している語でPAであるということになろう。

同様に，過去分詞 consumedも， hehad seen the flower of French 

manhood consumedにおける目的語 theflower of French manhoodを補

足的に叙述している語でPAである。

a-7 A thin stream of toxic brown mist was seeping along the edge 

of the hatch. The men opened and slammed it shut again, pulling 

the locking wheel even tighter. 

-Reader's Digest, March 1998, p. 131 

同文の過去分詞 shutは，主語の Themenが目的語の itすなわち the

hatchをバタンと閉めた (slammed)後， thehatchがきちんと閉められた

状態(shut)になっていることを示している語で，形容詞として目的語の it

を補足的に叙述している PAであるということになる。本用例から， PAに

は目的語の相並行する様態だけではなく，目的語の後の様態を表す場合も

ある，ということになろう。本例の場合は，目的語の thehatchをslamし

た後の結果としての様態がshut(きちんと閉められた）である， というこ

とになる。さらに，その後に続く pullingthe locking wheel even tighter 

は主語の Themenがthehatchを開けて (opened)から，バタンと閉め

た(slammed)際の相並行する様態を補足的に示している語で，主語の The

menにかかる現在分詞の PAである，ということになろう。従って，本用

例を Themen opened, slammed it shut again and pulled the locking 

wheel even tighter. と書き換えた文とは異なる。なぜならば，書き換え文

においては，動詞の pulledはpulling... と続ける場合の補足語ではなく

slammedと同じ力を持つ語として用いられているからだ。また， tighter

は，現在分詞 pullingの目的語である thelocking wheelにかかり，同目的
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語を修飾している形容詞で PAである，ということになろう。すなわち，

the locking wheelをpullした結果， thelocking wheelの様態がtighter

になっているということになる。しかし，同語は， moretightlyの意の単

純形副詞 (fiatadverb)であるという考え方もあろうが，それに関しては

稿を新たにして考察することにしたい。

a-8 The relationship was facilitated by Betty Currie, Clinton's 

private secretary, a motherly, church going woman who acted as 

go-between: setting up meetings for Clinton and Lewinsky, con-

necting them by telephone but not always logging the calls, 

passing Lewinsky's letters and parcels to him unopened, finding 

ways to get her into the White House past hostile presidential 

aides and even coming to the White House on weekends just to 

escort Lewinsky to the President. 

-Time, September 21, 1998, p. 42 

本用例は whoacted as go-betweenの後にコロンをおいて，仲介の労を

とった (whoacted as go-between) ことの内容をその後に続く 5つの現

在分詞 settingup ... , connecting ... , (but not always logging), pass-

ing ... , finding ... , coming ... を用いて，仲介の労とは，すなわち，

と ～ である，と説明している。また，本文は，コロンなしで whoacted 

as go-between setting ... , connecting ... , passing ... , finding ... and 

even coming ... と書くことも可能である。その場合， 5つの現在分詞 set-

ting ... , connecting ... , (but not always logging), passing ... , finding ... , 

coming ... は， whoの先行詞である BettyCurrieにかかることになる。い

ずれにしろ， passingLewinsky's letters and parcels to him unopenedに

おける過去分詞のunopenedは， passingの目的語であるLewinsky'slet-

tersとparcelsを彼 (tohim)に手渡す (pass)際の lettersとparcelsの様

態が unopenedであることを表している。すなわち，手紙や小包が彼に手渡

されたが，その際の手紙や小包は開封されていない (unopened)状態であ



82 (82) 第 46 巻 第1・2号合併号

った，ということで， unopenedは形容詞として Lewinsky'slettersとpar-

eelsを補足的に説明している PAであるということになる。

Ill. 目的語にかかる PAとしての現在分詞

b-1 One man took pity on him-"He watched me cleaning up his 

building for free," recounts Lee, "and concluded that I am very 

hard working"-and cheaply rented him a room above a noisy 

auto repair shop. 

-Time, August 24, 1998, p. 20 

現在分詞も形容詞として文の中で目的語にかかり， PAとして働く場合

がある。本用例の現在分詞 cleaningがそれで，主語の Heが目的語の me

の動作をじっと見た際の meの相並行する様態が cleaningup ... というこ

とで， PAであるということになる。すなわち，主語＋動詞＋目的語の He

watched meだけで完全な意味を伝えうる文であり， cleaningup ... はme

を補足的に叙述する PAであるということになろう。

b-2 And she heard his voice coming back down the highway. 

-Robert James Waller, The Bridges of Madison 

County, p. 125 

本用例の comingbackも， sheheard his voiceという完全文における

his voiceを補足的に叙述している PAである。

b-3 Firemen found a man's body lying on a bed, a plastic bag over 

his head. 

-Reader's Digest, March 1998, p. 32 

用例 b-1, b-2と同じように，本例の現在分詞 lyingは， Firemenが a

man's bodyを見つけた (found)際の aman's bodyの様態を補足的に述

べる語で， PAであるということになる。また，文尾におかれている aplas-

tic bag over his headも， aman's bodyの付帯状況を述べている語で PA
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の一種であると考えられる。

b-4 Then one day towards the middle of October I strolled into the 

Valhalla to find him sitting at the fountain playing dominoes and 

drinking wine with Hamurabi. 

-Truman Capote, A Tree of Night and Other Stories, 

p. 63 

本用例の現在分詞 sittingは， findの目的語 himの様態を補足的に記述

している形容詞で PAである。すなわち，同文は現在分詞の sittingを欠く

find him at the fountainのみでも，意味上，成立する，ということにな

る。では，現在分詞 sittingの後に続く目的語付きの現在分詞 playing

dominoesとdrinkingwineは文法的にどの語にどのようにかかっている

のか。これらの現在分詞がfindhim sittingの後に， findhim playing 

dominoesさらに findhim drinking wineと順番に続いているのではない

ことは playingdominoesの前にコンマがないことから明白である。従っ

て，これらの現在分詞playing... とdrinking... は， himがsittingしてい

る際の himの相並行する様態をさらに下位区分的に叙述している補足語

で， 2次的な PAであるということになる。すなわち， sittingは1次的

(primary) PA, playing ... とdrinking... は2次的 (secondary)PAで

ある，ということになろう。

b-5 Lamphan left the village, but was returned after authorities 

raided a Bangkok brothel last January and discovered her work-

ing there. 

-Time, August 24, 1998, p. 16 

本用例も，用例b-4と同様に，現在分詞 workingが欠けても， discovered

her thereのみで文は意味上成立する。従って， workingは主語の author。

itiesがherをdiscoverした際の herの様態を補足的に叙述している現在

分詞の形容詞で PAである，ということになろう。
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IV. 目的語にかかる PAとしての形容詞

c-1 He had decided his first priority was to bring his 119 men home 

alive, no matter the cost. 

-Reader's Digest, March 1998, p. 125 

本用例に見られるように，形容詞が目的語にかかって同語の様態を補足

的に叙述している場合がある。本例の形容詞 aliveは動詞bring... home 

の目的語 his119 menの様態がaliveであったことを表しており， PAで

ある。同様に，次例の aliveも目的語himの相並行する様態を補足的に叙述

している語で， PAである，ということになろう。

c-2 He scolded them, because they did not have faith and because 

they were too stubborn to believe those who had seen him alive. 

-GOOD NEWS BIBLE, Mark 16. 14, p. 74 

c-3 At first she thought someone was trying to shake her awake, but 

in the next heart-stopping instant she kenw what it was: an 

earthquake. 

-Reader's D坦est,January 1996, p. 120 

本用例の形容詞 awakeは， herをshakeした結果の herの様態を示して

いる，すなわち， awakeは，彼女がshakeされた結果，目がさめた(awake)

状態になっていることを表し， PAとして補足的に目的語herを修飾して

いる。既に考察した用例 a-7のThemen ... slammed it shutにおいて，

過去分詞 shutは， Themenがit(=the hatch)をバタンと閉めた (slam-

med)後， itがきちんと閉められた (shut)状態になっていることを補足的

に示しているが，その場合と同じであると言えよう。 PAとしての形容詞

awakeと過去分詞の shutの用例が示すように， PAは， cー1,c-2の形容詞

aliveのように，目的語の相並行する様態を補足的に表すだけではなく，目

的語の相前後する様態 (c-3や a-7の場合は，動詞で示される動作の後の結
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果としての様態7)) を補足的に表す場合もある， ということになろう。

c-4 He then told me how to pick the veal, how to cook it slowly, 

with such evaporation that the soup would turn into jelly later, 

then how to cut it up and press it with one pan inside another and 

eat it cold. 

-Dale Carnegie, How to Win Friends and Influence 

People, p. 64 

本用例の形容詞 coldは目的語 it(=veal)の相並行する様態を補足的に

示す語で PAである。すなわち， itをcoldの状態でeatするということで

あり，場面によっては eatit hotという文もあり得る。いずれにしろ，代

名詞 itの相並行する様態を叙述する語として，形容詞の coldあるいは hot

という語が用いられるのであり，その意味で，本来，動詞を修飾する副詞

のcoldlyや hotlyとは本質的に異なる。

c-5 "Make one wrong move and I'll shoot you dead. Keep driving-

and don't stop." 

-Reader's Digest, August 1998, p. 26 

c-6 In 1877, during a quarrel, he shot dead his next-door neighbour 

7) Cf. The horses dragged the logs smooth. John hammered the metal flat. I 

painted the wall red. He tied his shoelaces tight. The jockeys raced the horses 

sweaty. He sharpened the pencil pointy. She cleaned the porch spotless. She 

wiped the table clean/ dry. The joggers ran the pavement thin. Drive your 

engine clean. 一鷲尾龍一「語のタイポロジー」『言語』 Vol.25, N o.11 (1996年11月

号）；同用例における形容詞smooth,flat, red, tight, sweaty, pointy, spotless, 

clean / dry, thin, cleanも，用例c-3の形容詞 awakeや a-7における過去分詞の形

容詞 shutと同様に PAであると考えることができよう。すなわち， The horses 

dragged the logs smooth. における形容詞 smoothは，主語の thehorsesが目的語

のthelogsを引きずるという動作をした (dragged)結果，丸太 (thelogs)がすべ

すぺになっている (smooth)ことを補足的に表している。従って，同文はsmooth

を欠<The horse dragged the logs. のみでも文として成立するということになろ

う。
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Mr.Dyson (with whose wife he had been associating) in the 

yard ... 

-Colin Wilson and Patricia Pitman, Encyclopaedia of 

Murder, p. 507 

用例 c-5においては，主語の Iが目的語の youを動いたら撃つ (shoot)

と脅しており，形容詞 deadはyouが撃たれた後に陥る状態を補足的に示

している語で， PAであるということになろう。 c-6も，本来， heshot his 

next-door neighbour deadとするところであるが， H的語のhisnext-door 

neighbourには，同格の Mr.Dysonが続き，さらに，目的語を説明する括

弧付の修飾語句 (withwhose wife ...)が続くので， deadを文中に移動し，

それらの目的語をより重要な位置である文尾においている，そして， dead

は， hisnext-door neighbourがheに撃たれた後の様態を補足的に叙述し

ている語で， PAであるということになる。辞書は， shoot十目的語に続く

deadを目的格補語としている 8)が，目的格補語と PAの関係については，

VI. で考察したい。

c-7 We are glad to confirm our telegram dispatched today offering 

you firm the following goods: 

-Keiichi Nakama, English for International Busi-

ness, p. 19 

貿易取引において，売り手は，買い手からの引合い (enquiry,inquiry) 

に対して，承諾回答期限付きの売申込み，すなわち，ファーム・オファー

(a firm offer)を出す場合がある。本用例は，売り手が買い手に電報でフ

ァーム・オファーを送付後，その電文の内容を手紙で確認している英文の

冒頭の部分である。本稿で考察の対象にしているのは offeringyou firm 

the following goodsの部分である。従って，同部分を下記のように書き換

えて考察を続けることにしよう。

8)『ランダムハウス英和大辞典』第 2版 (1994); 『ジーニアス英和辞典』〈改訂版〉

(1994)それぞれの'shoot'の項参照。
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c-7-a We offer you firm the following goods: 

c-7-b We offer the following goods firm: 

形容詞firmは， c-7-aにおいては，主語(we)+動詞(offer)+間接目的

語 (you)+直接目的語 (thefollowing goods)構文の文中に， c-7-bにお

いては，主語 (we)+動詞 (offer)+目的語 (thefollowing goods)構文

の文尾に，補足的に添えられている。すなわち，形容詞firmの一語が，主

語の weが目的語の thefollowing goodsをofferする際の offerとは承諾

回答期限付きの afirmofferであることを示しており，同語は PAである

ということになる。さらに，それぞれの文は afirmofferを用いて次のよ

うに書き直すことができよう。

c-7-a'We make you a firm offer for the following goods: 

c-7-b'We make a firm offer for the following goods: 

同様に，用例c-7のofferingyou firm the following goods: の部分は，

making you a firm offer for the following goods: と書き換えることが可

能である，ということになる。同語が補足的な PAであるということは，

同語が欠けてもそれぞれの文は意味上成立する，ということである。さら

に， firmはあくまでも形容詞であって，副詞ではない，すなわち，副詞

firmlyあるいは holdfirm toや standfirm toとする場合の動詞holdや

standを修飾している副詞のfirmとは異なる， ということになろう。

c-8 The good soul seized the flask, and went off hugging it. She 

returned it to me half empty. 

-John Galsworthy, Caravan 

主語の sheはit(=the flask)を返したのであるが，その際に返された

目的語itの様態が halfemptyであると補足的に示されており，同語は PA

であるということになる。従って，同文は halfemptyが無くても She

returned it to meのみで文として成立することになる。なお， halfは副詞

として形容詞の emptyを修飾している。同語を補足語としてではなく，名

詞を直接修飾する形容詞として用いて書き直すと Shereturned the half-
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empty flask to me. となろう。

c-9 With no time to lose, he grabbed a fire ax and pried open the 

door. 

-Reader's Digest, March 1998, p. 134 

本用例の形容詞 openは，主語の heがthedoorをこじ開けた (pried)

結果，目的語の thedoorが開いている (open)状態になっていることを示

している語で， PAである。同語は既に見た用例 a-7のThe men ... and 

slammed it (=the hatch). shutにおける過去分詞の形容詞 shutや c-3の

someone was trying to shake her awakeにおける形容詞の awakeと同じ

ように，動詞で表される動作の結果としての目的語の様態を記述している。

c-10 In 1894 he struck it moderately rich in a gold find, and the two 

moved to Denver, where she sought rather garishly and unsuccess-

fully to enter Denver society. 

-The New Encyclopaedia Britannica, Volume 2, p. 559 

RANDOMば strikeit richをa.to come upon a valuable mineral or 

oil deposit. b. to have sudden or unexpected financial success: と定義し，

She struck it rich in real estate. の用例を挙げている。同用例が示すよう

に，同表現はふつう strikeit richで一つのまとまりのある語として用いら

れるが，本来は，主語の heが目的語の itを掘り当てた (struck)結果，金

持ち (rich)になったことを示しており，形容詞 richは社を補足的に叙述

している PAであると言えよう。

c-11 Ruth did not approve of these girls who wore, in her opinion, too 

much lipstick (Ruth didn't wear any), wore their skirts too 

short, ... 

-Douglas Stout, Profiles of American College Stu-

dents, p. 18 

本用例の形容詞 shortは，他動詞 woreの目的語である theirskirtsにか

かり同語の相並行する様態を補足的に叙述している語で PAである。換言
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すると， thesegirlsはスカートをはいていた (wore)が，その長さは短す

ぎた(tooshort), の意を補足的に述べている。従って， woretheir too short 

skirtsとする場合とは本質的に異なると言えよう。

V. 目的語にかかる PAとしての名詞

d-1 Mr. Grabfield did his duty by Lucius Mason, and sent him home 

at seventeen a handsome, well-mannered lad (Trollope, Orley 

Farm, I, Ch. II). 

-George 0. Curme, Syntax, p. 121 

本用例の文尾におかれている名詞 ahandsome, well-mannered ladは，

主語の Mr.Grabfieldが目的語の himを帰宅させた (senthim home)際

の himの様態を補足的に叙述している語で， PAであるということにな

る。すなわち，本文は文尾の同語を欠<and sent him home at seventeen 

のみでも，意味上，成立する文であるということになろう。

VI. おわりに一目的格補語との関連で一

以上，過去分詞，現在分詞，または，名詞が形容詞として，さらには，

形容詞それ自身が，文中でH的語にかかって，目的語の相並行，あるいは，

相前後する様態を補足的に叙述している補足語，すなわち， PAについて考

察をおこなった。では，これらの目的語にかかる PA(叙述同格語）と目的

（格）補語とはどのように異なるのか。

例えば，次に挙げる用例の形容詞 clearIま，ふつう，目的格補語とされる

が，同語は PAとはどのように異なるのか。

e-1 I trust this explanation will make matters clear. 

-L. Gartside, Model Business Letters, 4th Ed., p. 283 

先ず，目的格補語とは何かを検討することにしよう。「現代英文法辞典』
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は， objectivecomplement (目的格補語）とは，「他動詞が目的語のみでは

意味が不完全になる場合，それを補うために目的語の後［また，まれに目

的語が長い場合などには目的語の前］に置かれる要索をいう」と定義し，

用例として Wehave proved him wrong. を挙げ，さらに，「目的格補語は，

いわゆる学校文法でいう第五文型「主語＋動詞＋目的語＋補語」の補語を

いい，主語とは直接関係を持たず，他動詞の領域内での目的語について叙

述するものである。」と述べている。

同定義にあるように，目的格補語とは他動詞が目的語のみでは意味が不

完全になる場合，それを意味上，補う語であり，それは学校文法でいう第

5文型「主語十動詞＋目的語＋補語」における補語である， ということに

なる。すなわち，「主語＋動詞＋目的語」のみでは，意味上，文が成立しな

いので，目的語を意味上，補う補語を必要とする文，ということになろう。

本用例の makeは他動詞，他動詞makeの目的語が mattersであるが，

同語に続く形容詞 clearのない thisexplanation will make mattersのみ

では，意味上，成立しない文になる。本例の動詞 makeは「・・・を・・・にする」

の意で「主語＋動詞＋目的語＋補語」の第 5文型で用いられ，同文が意味

上，成立するためには，目的語 mattersに続く補語の clearを必要とする，

ということになる。

e-2 We shall be very pleased to welcome him and to do all we can 

to make his visit enjoyable and successful. 

-L. Gartside, Model Business Letters, 4th Ed., p. 154 

本用例の tomakeも，用例e-1と同じく，「…を…にする」の意で用いら

れており，目的語の hisvisitの意味を補う enjoyableとsuccessfulという

形容詞の目的補語を必要としている。すなわち， tomake his visitだけで

は意味を成さない文，ということになる。

e-3 We must keep America whole, and safe, and unspoiled. 

-Christopher Silverster(Ed.), THE PENGUIN 

BOOK OF INTERVIEWS, p. 286 
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本用例における動詞 keepは他動詞であるが， Wemust keep America 

だけでは文として意味を成さない，従って， wholeという形容詞を必要と

し，それが目的語Americaの補語，すなわち，目的格補語ということにな

る。本文においては，形容詞 whole,safeそして，形容詞として用いられて

いる過去分詞の unspoiledが目的格補語ということになる。換言すると，同

文はこれらの目的格補語があって文として意味上，成立するということに

なる。

e-4 I call him Mr Marshall because everybody, including his wife, 

called him Mr Marshall. 

-Truman Capote, A Tree of Night and Other Stories, 

p. 62 

本用例の他動詞callに続<himとMrMarshallは，それぞれ目的語と

目的補語であると言えよう。すなわち，私は彼を (Mrを付けて） Mr Mar-

shallと呼んでいる，の意で，同文は目的補語である MrMarsahllを補っ

て文意が完全になる。

では，ここで既に考察した PAの用例c-1を通して，目的語にかかる

Predicate Appositiveと目的補語との違いについて考えることにしよう。

e-5 (c-1) He had decided his first priority was to bring his 119 men 

home alive, no matter the cost. 

本例における形容詞 aliveは，用例e-1,e-2における動詞makeの場合の

目的語に続く形容詞とは異なり，目的補語ではない。なぜなら，本文は動

詞to bring ... homeとその目的語の his119 menすなわち，形容詞の

aliveがない tobring his 119 men homeだけで文は意味上成立するから

である。従って，本文の形容詞 aliveはhis 119 menを連れて帰る (to

bring ... home)際の his119 menの相並行する様態を補足的に述べてい

る語，すなわち， PAである，ということになろう。

さらに，用例c-5,c-6を通して考察した下記の shoot-deadにおける形

容詞 deadについて再考することにしよう。
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e-6 (c-5) "Make one wrong move and I'll shoot you dead. Keep driving 

-and don't stop." 

e-7 (c-6) In 1877, during a quarrel, he shot dead his next-door neigh-

bour Mr.Dyson (with whose wife he had been associating) in the 

yard .. _ 

英和辞書9)は本用例の他動詞 shootの目的語の後に続く形容詞 deadを

目的補語としているが，既に考察したように，本用例は deadを欠く「主

語＋動詞＋目的語」の I'llshoot youあるいは heshot his next-door 

neighbourのみで文意はまとまっている，従って，形容詞 deadはそれぞれ

の文の目的語の様態を補足的に叙述している PAであると考えられる。し

かし，動詞 shootは，「撃つぞ」と警告する場合， I'llshoot you! のように

単独で用いることが可能であると言えても， heshot his next-door neigh-

hourの場合は，後に deadとか inthe armのような語を添えて Heshot 

his next-door neighbour deadとか Heshot his next-door neighbour in 

the arm (本文の inthe armは副詞）のようにして，撃った (shot)後の

様態とか撃った場所を示すのがより普通である，ということもできよう。

このように考えると，英文の深い考察を目的としない学校文法の段階では，

このような場合の deadを目的補語として済ましておくことも便法と言え

よう。
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